
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レッドリボンは、あなたがエイズに関して偏見

をもっていない、エイズと共に生きる人々を差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとこと（保健室へのご質問・ご意見がありましたらお寄せください）      新宿区立四谷中学校 

 

 

 

  年  組               （保健だより掲載時の名前の公表について  可 ・ 不可） 

 令和元年 1１月 2９日 

四谷中学校  保健室 

“レッドリボン（赤いリボン）”

は、古くからヨーロッパに伝承され

る風習のひとつで、病気や事故で人

生を全うできなかった人々への追悼

の気持ちを表すものでした。 

エイズのために使われ始めたのは

アメリカでエイズが社会的な問題となって

きた1990年頃のことです。この頃、演

劇や音楽などで活動するニューヨークのア

ーティスト達にもエイズが広がり、死亡す

る人々が増えていきました。そうした仲間

達に対する追悼の気持ちとエイズに苦しむ

人々への理解と支援の意思を示すため、

“赤いリボン”をシンボルにした運動が始

まりました。この運動は、その考えに共感

した人々によって、国境を越えた世界的な

運動として発展しています。 

き  り  と  り 



                               新宿区内ではインフルエンザの発生で 

学級閉鎖を実施している小学校があると

報告が入っています。      

                               うがい、手洗いやマスクの着用で予防し、

部屋の換気や湿度にも気をつけ、睡眠や栄

養を十分に取るようにしましょう。   

                                

 

 

 

                     

                    11 月 28日（木）     

歯学博士の花島直樹先生をお迎えして、1 年生の「喫煙・受動喫煙防

止教室」が行われました。ドラッグの入門はたばこと言われます。 

たばこを吸うことに関する正しい知識を学んだり、受動喫煙の被害の理

解を深めました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロールプレイに挑戦！ 

・たばこを吸っている父と娘（１Ａ） 

・たばこを吸うガールフレンドと君（１Ｂ） 

・隠れて吸う息子と母親（１Ｃ） 

各クラスの代表の人が挑戦しました。みんな、学習したことを

自分の言葉に変えて上手に演じてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花島先生は、板橋区内で歯科

医院を開業のかたわら、日本

禁煙学会認定専門歯科医師と

して都内各所で「喫煙・受動

喫煙防止活動」に熱心に取り

組んでいらっしゃいます。 

君たちはすごい！ 

若い人は何にでもなれる。大事なことは、健康と勉強。元

気があれば何でもできる。年を取ってからも健康でいるた

めには、若い頃の生活が肝心。 

健康・・・しっかり運動し、栄養を考えて食べる。 

予防・・・よく寝る、たばこや薬物は絶対にやらない。 

タバコ会社の最大のターゲットは子ども達 

君たちは狙われている。何気にいたずらでタバコを吸うの

を待っている。 

インフルエンザが発生しています！ 

こんな症状があればインフルエンザかも？ 
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海外のたばこは、国際条約

で決まっているため、健康

被害の写真を必ず載せてい

ます。 


